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第４学年 理科学習指導案 

場 所 第１理科室 

                           児 童 男１７名 女１７名 計３４名 

                           指導者 中 山 康 平  

１ 単元名 

   雨水のゆくえと地面の様子 

 

２ 単元の指導構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導にあたって 

   そこで，科学的に妥当な考えを創り出していく子供を育むために，その実現に向けて，以下のような手立

てをとる。 

視点１ 教科等間の『考えるための技法』の活用・発揮  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜深い学びの姿＞ 

 自然の中の水は，高い場所から

低い場所へ流れたり，地面の粒の

大きさによってしみ込む速さを

変えたりしながら移動している

ことを捉えている姿 

 

〔理科〕 

駐車場の地面として適した素材と既

習である「水の流れ方」や「しみ込み方」

についての知識を関連付けて考えるこ

とで，水の流れ方やしみ込み方の概念

を広げる。（なぜ，その素材が駐車場の

地面に使われているのかを問う。） 

学習指導要領 

ア (ア)水は，高い場所から低い場所へと流

れて集まること。 

(イ)水のしみ込み方は，土の粒の大きさ

によって違いがあること。 

イ 雨水の行方と地面の様子について追究す

る中で，既習の内容や生活経験を基に，雨

水の流れ方やしみ込み方と地面の傾きや土

の粒の大きさとの関係について，根拠のあ

る予想や仮説を発想し，表現すること。 

 

子供の経験 

 雨が降った後，休み時間に校庭

で遊ぶことができるかどうかに

ついて，地面の様子に目を向けな

がら子供同士で議論している様

子がよく見られる。その会話から

は，地面の乾き具合には目を向け

ているが，「水が流れること」や

「水がしみ込むこと」には目を向

けていないことが分かる。 

子供の資質・能力 

 自分の立てた予想や仮説が，科学的に

妥当であることを証明するために，予想

や仮説の検証方法を立案したり，観察，

実験結果を根拠として考察したりしな

がら，自分事の問いをもって，粘り強く

問題解決に向かう子供が増えてきた。一

方で，解決の見通しをもつことや観察，

実験結果をもとにして考察することに

難しさを感じている子供も見られる。 

学習の系統性 

（学習前） 
３年理科 

「太陽の光を 

調べよう」 

物によってできる

影の位置に着目して，

時間毎の太陽と影の

位置を比較しながら

調べた。この活動を通

して，日陰の位置は太

陽の位置の変化によ

って変わることを捉

えた。 

学習の系統性 

（学習後） 
５年理科 

「流れる水の働きと 

土地の変化」 

 流れる水の速さや量に着

目して，それらと土地の変

化とを関係付けながら，流

れる水の働きを調べる。こ

の活動を通して，流れる水

には，土地を侵食したり，石

や土などを運搬したり堆積

させたりする働きがあるこ

とを捉える。 

単元について 

 本単元は，雨水の行方と地面の様子について追究する過

程を通して，生活場面でこれまで何気なく目にしていた

「水」の「流れ方」や「しみ込み方」を含んだ科学的な性

質について捉えることができる単元である。そのために，

生活経験や既習をもとした予想や仮説を発想し，これらの

妥当性を科学的に検証するための計画の立案や観察，実験

を行う。このことを通して，水は高い場所から低い場所へ

流れたり，しみ込んだりしながら場所を変えていることを

捉えることができるようになる。また，この単元を通して，

水を科学的な性質をもつものとして理解することで，水の

性質について更に追究していこうとする子供の姿が期待

できる。 

〔算数科〕 

折れ線グラフへ表すことが適切

なデータの種類と既習である折れ

線グラフの特徴を関連付けて考え

ることで，折れ線グラフの特徴を

捉え直す。（なぜ，折れ線グラフに

表すことが適切なのかを問う。） 

〔総合的な学習の時間〕 

 盛岡の魅力について調べたことと自

分の盛岡での生活経験を関連付けるこ

とで，盛岡の魅力を再認識する。（なぜ，

盛岡に魅力を感じているのかを問う。） 

〔学校行事〕 

運動会に取り組む姿勢と日常で

目標に向かって取り組んだ経験を

関連付けることで，目標に向かっ

て取り組むことの大切さを再認識

する。（なぜ，運動会にそのように

取り組んでいるのかを問う。） 

  

〔道徳科〕 

資料を通して実感した勇気を出して

行動することの意味と，これまで漠然

と抱いていた勇気を出して行動するこ

とは大切だという考えを関連付けるこ

とで，勇気を出して行動することの価

値を深める。（なぜ，勇気を出して行動

することが大切なのかを問う。） 
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視点２ 深い学びの実現に向かう単元構成 

本単元で設定した中核となる知識である「自然の中の水は高い場所から低い場所へ流れたり，地面の粒の

大きさによってしみ込む速さを変えたりしながら移動していること」を捉えること（深い学びの実現）がで

きるように，以下のように単元を構成する。 

  ・ 第一次「既習や生活とのつながり」では，子供たちが，雨が降った後に校庭に溜まった雨水の様子に着

目し「地面に溜まった水はどこへ行ったのだろうか。」と問いをもつことができるようにする。そのために，

雨が上がった後の校庭の様子についての写真を時系列がバラバラな状態で提示したり，校庭に降雨量のデ

ータを提示したりする。そして，地面に溜まった水のゆくえについて考え，単元の学習の見通しをもつ場

面を位置付ける。  

  ・ 第二次「科学的な深まり」では，雨水の行方と地面の様子について，既習の生活経験をもとに予想や仮

説を発想したり，観察，実験から得られた結果をもとに考察したりすることができるようにする。そのた

めに，雨水の流れ方，水のしみ込み方について予想したり，観察，実験による予想の検証を行い，得られ

た結果をもとに考察したりしながら，自然の中での水の動きについて表現する場面を位置付ける。 

  ・ 第三次「獲得した知識や問題解決の力の活用」では，これまでに学習した水が低い場所から高い場所へ

流れることや水のしみ込み方は粒の大きさによって違いがあることについて，生活場面との関連付けを図

り，これまでに獲得した知識を統合された概念的知識として再構成することができるようにする。そのた

めに，既習や新たな実験，観察で得られた結果から科学的に考察したり，日常生活の様子に照らし合わせ

たりしながら，駐車場の地面に用いる素材として適した素材について考える場面を位置付ける。 

視点３ 単位時間の考える活動の充実 

・ 子供が雨水の行方と地面の様子についての問題を自分事として捉え，自分の考えの妥当性を証明したい

という思いをもちながら問題解決することができるように，自分と友達の予想に対して「なぜ，そのよう

に考えたのか。」と問い，目的や見通しとのつながりが明確となった観察，実験や考察を促す。 

  ・ 時間的・空間的な見方を働かせながら，水の流れやしみ込み方に着目し，水は高い場所から低い場所へ

流れて集まることや，水のしみ込み方は，粒の大きさによって違いがあることを捉えることができるよう

に，水が多く集まった場所と集まらなかった場所の比較を促したり，水のしみ込み方の速さが異なる要因

を問うたりする。  

  ・ 既習と生活場面を関連付けながら，水は高い場所から低い場所へ流れて集まることや，水のしみ込み方

は，粒の大きさによって違いがあることを捉え直すことができるように，自分たちが導いた結論と実際の

生活場面との比較を促す。 
 

４ 単元の指導計画 

（１）目標 

・ 水は高い場所から低い場所へ流れて集まることや，水のしみ込み方は，地面の粒の大きさによって違いが

あることを捉えることができる。                              【知識及び技能】 

・ 雨水の行方と地面の様子について問題を見いだすとともに，既習の内容や生活経験をもとに，雨水の流れ

方やしみ込み方と地面の傾きや粒の大きさの関係について，根拠のある予想や仮説を発想し表現したり，問

題解決したりすることができる。                           【思考力，判断力，表現力等】 

・ 雨水の行方と地面の様子についての事物・現象に進んで関わり，予想や仮説の検証のために，他者と力を

合わせながら，問題を解決しようとする。                 【学びに向かう力，人間性等】 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 水は高い場所から低い場

所へと流れて集まることや

水のしみ込み方は，粒の大き

さによって違いがあること

を理解している。 

② ろ過装置やルーペ等の実

験器具を正しく扱いながら

調べ，観察，実験の過程や得

られた結果を分かりやすく

記録している。 

① 雨水の行方と地面の様子について，既

習の内容や生活経験をもとに，問題を見

いだし，表現している。 

② 雨水の行方と地面の様子について，既

習の内容や生活経験をもとに，根拠のあ

る予想や仮説を発想し，表現している。 

③ 雨水の行方と地面の様子について，観

察，実験などを行い，得られた結果をも

とに考察し，表現するなどして問題解決

している。 

① 雨水の行方と地面の様子

についての事物・現象に進ん

で関わり，観察，実験におい

て役割を分担したり，他者の

考えを受け止めたりしなが

ら問題解決しようとしてい

る。 
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（３）指導計画（６時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 主な学習活動 指導の手立て 
考える
ための
技法 

評価規準 

（評価方法） 

 
 １ 雨が降ったときの

地面の様子について

話し合う。 

・ 雨の日に地面に溜まっていた雨水

がどこへ行ったのか考えたいという

思いをもつことができるように，時

系列がバラバラになった状態の雨上

がりの校庭の写真や降水量のデータ

を提示する。 

 

比
較 

・ 雨水の行方と地面の様子につ

いて，既習の内容や生活経験を

もとに，問題を見いだし，表現

している。 

【思①→観察，ノート】 

 
 

 
 

２ 地面に降った雨水

がどの場所に集まる

か予想し，検証方法に

ついて考える。 

・ 雨水がどのような場所に集まるか

予想を立て，検証方法を考えること

ができるように，生活経験との関連

付けを促す発問をしたり，雨水の流

れについてイメージ図を用いて表す

ように促したりする。 

関
連
付
け 

・ 雨水の行方と地面の様子につ

いて，既習の内容や生活経験を

もとに，根拠のある予想や仮説

を発想し，表現している。  

【思②→観察，ノート】 

・ 雨水の行方と地面の様子につ

いての事物・現象に進んで関わ

り，観察，実験において役割を

分担したり，他者の考えを受け

止めたりしながら問題解決し

ようとしている。 

 【態①→観察，ノート】 

・ 雨水の行方と地面の様子につ

いて，観察，実験などを行い，

得られた結果をもとに考察し，

表現するなどして問題解決し

ている。 

【思③→発言，観察】 

・ ろ過装置やルーペ等の実験器

具を正しく扱いながら調べ，観

察，実験の過程や得られた結果

を分かりやすく記録している。 

      【知②→発言，観察】 

３ 雨水の流れ方，集ま

る場所を調べ，雨水が

集まった要因につい

て考える。 

・ 空間的・時間的な見方を働かせなが

ら，水が高い場所から低い場所へ流

れることを捉えることができるよう

に，水が多く集まった場所と集まら

なかった場所の比較を促す。 

比
較 

４ 水たまりができて

いない低い場所につ

いて，理由を予想し，

検証方法について考

える。 

・ 地面の様子（素材）に着目して予想

を立て，検証方法を考えることがで

きるように，同じ高さで水たまりが

できていない場所と水たまりができ

た場所の比較を促す。 

比
較 

５ 粒の大きさと水の

しみ込み方の関係を

調べ，しみ込み方の違

いの要因について考

える。 

・ 水のしみ込み方の違いには粒の大

きさが関係していることを捉えるこ

とができるように，「素材によってし

み込み方の速さが異なる結果となっ

た理由は何か。」と問う。 

関
連
付
け 

1 

６ 駐車場の地面に選

ぶ素材には，どんな物

が適しているか考え

る。（本時） 

・ 既習を活用しながら，水は高い所か

ら低い場所へ集まることや水のしみ

込み方が粒の大きさによって違いが

あることを捉えることができるよう

に，「どの結果から考えたのか。」「な

ぜ，そのように考えたのか。」と根拠

を問う。 

関
連
付
け 

・ 水は高い場所から低い場所へ

と流れて集まることや水のし

み込み方は，土の粒の大きさに

よって違いがあることを理解

している。 

【知①→発言，観察】 

【学習前の子供】 

・ 雨の日には水たまりができる。時間が経つと乾いている。 

 ・ 太陽が当たる日向には水たまりはできず，太陽が当たらない日陰には水たまりができる。 

【学習後の子供】 

 ・ 普段の生活の中にも，「水の流れ方」や「しみ込み方」が生かされている。 

・ 水の流れがなく，しみ込みにくい地面に溜まっていた水は，やっぱり蒸発したのではないか。 

【獲得する中核となる知識】 

・ 水は高い場所から低い場所へ流れたり，地面にしみ込んだりしたりしながら移動している。 

・ 地面の様子によって，水の移動の仕方が違う。 

○ 

時
間
的
・
空
間
的
な
見
方
を
働
か
せ
な
が
ら
、
水
の
流
れ
や
し
み
込
み
方
に
着
目
し
、
水
は
高
い
場
所
か
ら
低
い
場
所
へ
流
れ
て
集
ま
る
こ
と
や
、
水
の
し
み
込
み
方
は
、
粒

の
大
き
さ
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。 

○ 

原
因
と
結
果
の
見
方
を
働
か
せ
な
が
ら
、
水
の
流
れ
や
し
み
込
み
方
に
着
目
し
，
自
然
の
中
の
水
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
捉
え
て
い
く
。 

 

重点とする 

見方・考え方 

 

科
学
的
な
深
ま
り 

既
習
や
生
活
と
の 

つ
な
が
り 

第一次  

獲
得
し
た
知
識
や 

問
題
解
決
の
力
の
活
用 

第二次  

第三次  

 地面に溜たまった水はどこへ行ったのだろうか。 

 

子供たちが消えた水の行方について「水の流れ」「水のしみ込み」の他に「水の蒸発」に目を向けて

考えていた場合には，「水の蒸発」についての考えも第一次で並列して取り上げる。そして，「自然の

中の水の姿」の学習を次単元で扱い，学びが連続するようにカリキュラムをデザインしていく。 
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５ 本時の指導計画 

（１）目標 

    駐車場の地面に使われている素材と既習を関連付けて考え，「水は高い場所から低い場所へ流れて集まる

こと」や「水のしみ込み方は，粒の大きさによって違いがあること」を捉えることができる。                                        

【知識及び技能】 

（２）評価規準 

おおむね満足 努力を要する児童への支援 

「水は高い場所から低い場所へと流れて集まること」や

「水のしみ込み方は，粒の大きさによって違いがあること」

を根拠としながら，駐車場の地面に用いる素材について説明

している。                     [知識・技能] 

駐車場の地面として選択した根拠を問うた

り，素材による水のしみ込み方の違いを時間

的な見方を働かせて表に整理するように促し

たりする。 

（３）展開           

段階 主な学習活動・学習内容 教師の支援（◇評価） 資料等 

導
入
（
５
分
） 

１ 課題を把握する。 

   

 

 

・ 「水の溜まりにくさ」と「使いやすさ」に目を向け，課

題について焦点化して考えることができるように，土，砂，

アスファルト，砂利という条件を提示し，板書で問題場面

を整理する。  

・砂 

・土 

・砂利 

・アスファ

ルト 

展
開
（ 

 

分
） 

２ 自分の考えをもち，解決

方法を考える。 

  

 

 

３ 水のしみ込み方の違いを

調べる実験をする。 

 

４ 既習や結果をもとにしな

がら，駐車場の地面に適し

た素材について話し合う。 

５ 導いた結論を批判的に見

つめ，生活場面と照らし合

わせたり，既習とつなげた

りしながら再検討する。 

 

 

 

 

 

・ 予想とのつながりを明確にして実験方法を考えたり，観

察，実験したりできるように，「どのような方法で実験を行

うのか。それはなぜか。」と実験方法とその意味を問う。 

・ 「水のしみ込み方」と駐車場の地面に適した素材を関連

付けて自分の考えを説明することができるように，「なぜ，

そのように考えたのか。」と発問する。 

 

 

 

 

◇ 「水は高い場所から低い場所へと流れて集まること」や

「しみ込み方は，粒の大きさによって違いがあること」を

根拠としながら，駐車場の地面に用いる素材を選んだ理由

を説明している。         【知 発言・ノート】 

 

 

 

 

 

・ルーペ 

・ろ過装置 

 

ま
と
め
（
７
分
） 

６ 現時点での結論をまとめ

る。 

 

 
 

７ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

  

・ 現時点での結論としてまとめることができるように，科

学的な妥当性の有無について問いながら確認していく。 

 

 

 

・ 比較したり，関連付けたりして考えることのよさなど，

大切な学び方について自覚できるように「なぜ，今日の学

習でまとめにたどり着くことができたのか。」と問う。 

・ 自分たちが納得できる結論を導くことができるように

「どうすれば，自分たちの結論を確かめることができそう

か。」と問う。 

 

 

駐車場の地面の素材とし

てふさわしいものはどれだ

ろうか。 

手立て② 

「水の流れ方」と駐車場の様子を関連付けて自分の考

えを説明することができるように，一般的な駐車場の様

子の想起を促したり，「どうすれば，溜まった水を移動さ

せることができるだろうか。」と発問したりする。  

 

 

・ 比べながら実験したことで，

違いをはっきりさせることが

できた。 

・ これから実際の駐車場の傾

きを確かめに行こう。 

駐車場の地面に水をためない工夫として，これまでに学習した「粒の大きさによる水の

しみ込み方の違い」や「低い方に水が集まる」という考え方が使われているはずだ。 
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手立て① 

既習と駐車場の地面に用いる素材を関連付けて，見通

しをもち，自分の考えの妥当性を証明できそうだという

思いを高めることができるように「なぜ，その素材がふ

さわしいと考えたのか。」と問う。 

 

砂利が一番ふさわしいと思う。 

理由は，一番，粒が大きくて水 

がたまりにくそうだから。 


